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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この製品は、関連する全ての欧州指令に適合していま
す。詳細についてはこの冊子の末尾にあるDOI適合
宣誓書をご覧ください。
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付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行います。

2 必要なパーツはありません。 – カッティングユニットの準備を行います。

3 必要なパーツはありません。 – 駆動ベルトアセンブリを取り外す。

ウェイト 1
Torx ソケットねじ 2
ロックナット 2
右側リールアダプタ銀色 1
左側リールアダプタ黒色 1
シムワッシャ 2

4

グルーマ駆動ボックス 1

グルーマ駆動ボックスとウェイトを取り付
けます。

5 キャップ 1
グルーマドライブにキャップを取り付ける
後ローラブラシキットを取り付けないユニ
バーサルグルーマアセンブリのみ。

スタブシャフトアセンブリ 1
ベアリングシールド 2
アイドラアセンブリ 1
アジャスタカラー 1

6
フランジナット 1

アイドラアセンブリを取り付けます。

7 グルーマピン 2 グルーマピンを取り付けるグリーンズマス
ター 3120, 3150, 3250-D のみ。

左側刈高ブラケットアセンブリ 1
右側刈高ブラケットアセンブリ 1
アジャスタピン 28
コッターピン 2

刈高アセンブリと前ローラを取り付けま
す。

ボルト¼" x 1½" 4
ジャムロックナット 4
シャフトクランプ 49
グルーミングリール別売 1

グルーマアセンブリを取り付けます。

10 グリーンズマスター 3120, 3150, 3250 用
プルリンクキット別売

– サスペンション前ローラを取り付けます。

2
 



1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. モータを止め、キーを抜き取るか点火プラグコード
を抜くマシンのオペレーターズマニュアルを参照。

4. トラクションユニットにカッティングユニットが取り付
けられている場合は外す詳細はトラクションユニッ
トのオペレーターズマニュアル を参照。

2
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの準準準備備備

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

前前前ロロローーーラララととと刈刈刈高高高アアアーーームムムををを外外外すすす
1. カッティングユニットの、前ローラの左右端部を

刈高アームに固定しているローラ固定ねじをゆ
るめる図 2。
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図図図 2

1. 刈高アーム 4. フランジロックナット

2. 調整ねじ 5. ローラ取り付けねじ

3. プラウボルト 6. ローラアセンブリ

2. 各刈高アームをカッティングユニットの左右端部
に固定しているプラウボルトとフランジロックナッ
トを外す図 2。刈高アームとローラアセンブリを
取り外す。

注注注 取り外した部品は新しい刈高アームの取り付
けに使用します。

3. 刈高アームから刈高調整ねじとローラ取り付け
ねじを取り外す図 2。

注注注 外したローラ取り付けねじとローラは後で取り
付けますので保管してください。

電電電気気気モモモーーータタタのののカカカウウウンンンタタタウウウェェェイイイトトトををを外外外すすす
ハハハイイイブブブリリリッッッドドドのののトトトリリリフフフレレレッッックククススス

電動用カウンタウェイトをリールに固定しているキャップ
スクリュ2本を外してカウンタウェイトを外す図 3。

注注注 外したウェイトとキャップスクリュ 2 本は カウンタウェ
イトの準備を行う (ページ 6)で使います。
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図図図 3
カッティングユニットハイブリッドのトリフレックス

1. キャップスクリュ5/16" x 2¾" 3. カウンタウェイトカッティン
グユニット

2. カウンタウェイトハイブリッ
ドトリフレックスの電動リー
ル用

カカカウウウンンンタタタウウウェェェイイイトトトををを外外外すすす
1. カウンタウェイトをカッティングユニットのサイドプ

レートに固定しているボルト5/16" x 2¼"2本をナッ
ト2個サイドプレートに固着から外す。カウンタ
ウェイトを取り外す図 4。

注注注 カッティングユニットのカウンタウェイトと取り付
けボルトは廃棄してかまいません。

g037843

図図図 4

1. ボルト5/16" x 2¼" 3. ベアリングナット

2. カウンタウェイトリールカッ
ティングユニット

2. リールが回転しないように固定して、ベアリング
ナットを外す ねじ付きインサートを外すためにリー
ルを固定するには (ページ 19)を参照。

3. リールのシャフトからベアリングナットを外す図 4。

重重重要要要 リリリーーールルルシシシャャャフフフトトト端端端部部部にににつつついいいててていいいるるるグググリリリスススややや汚汚汚
れれれをををきききれれれいいいににに落落落とととしししててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

モモモーーータタタマママウウウンンントトトををを外外外すすす
トトトリリリフフフレレレッッックククススス

カッティングユニットのサイドプレートにモータマウント
を固定しているソケットヘッドねじ5/16" x 1¼"2本を外
して、モータマウントを外す図 5。

注注注 外したモータマウントとキャップスクリュは モータマ
ウントをカッティングユニットに取り付ける (ページ 10)
で使用します。
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図図図 5

1. ソケットヘッドねじ5/16" x
1¼"

3. サイドプレート

2. モータマウント

3
リリリーーールルルドドドララライイイブブブををを外外外すすす

歩歩歩行行行型型型グググリリリーーーンンンモモモアアア

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注 この章で外した部品は別途指示されていない限り
すべて保管してください。

1. リール駆動ハウジングにカバーを固定しているソ
ケットヘッドねじ4 本を外す図 6。

g329654

図図図 6

1. リール駆動ハウジング 3. ソケットヘッドねじ

2. カバー

2. カッティングユニットのサイドプレートにリール駆
動アセンブリを固定しているフランジヘッドねじ
¼" x ¾"を外す図 7。

g329655

図図図 7

1. フランジヘッドねじ¼" x ¾" 3. ソケットヘッドねじ5/16" x
1½"

2. サイドプレートカッティング
ユニット

4. リール駆動アセンブリ

3. カッティングユニットのサイドプレートにリール駆動
アセンブリを固定しているソケットヘッドねじ5/16"
x 1½"2本をロックナットサイドプレートに組み付け
てあるから外して、リールドライブを外す図 7。
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4
カカカウウウンンンタタタウウウェェェイイイトトトとととグググルルルーーーマママ駆駆駆
動動動ボボボッッックククスススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ウェイト

2 Torx ソケットねじ

2 ロックナット

1 右側リールアダプタ銀色

1 左側リールアダプタ黒色

2 シムワッシャ

1 グルーマ駆動ボックス

カカカウウウンンンタタタウウウェェェイイイトトトののの準準準備備備ををを行行行ううう
電電電動動動カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいるるるトトトリリリフフフレレレッッッ
クククスススののの場場場合合合

1. 電気モータのカウンタウェイトを外す (ページ 3)で
外したキャップスクリュ5/16" x 2¾"2 本とカウンタ
ウェイトを、新しいウェイトに組み付ける図 8。

g035689

図図図 8

1. キャップスクリュ, 5/16" x
2¾"

3. 新しいウェイト

2. 電動用カウンタウェイト

2. ボルトを 198-254 N·m0.5-0.7 kg.m=175-225
in-lbにトルク締めする。

カカカウウウンンンタタタウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 新しいウェイトをカッティングユニットの側面に固

定するボルト5/16"2本と、ナット5/16"2個を使用
して図 9のように取り付ける。

注注注 ウェイトはグルーマ駆動ボックスを取り付けた
い側に取り付けます。

g244756

図図図 9

1. Torx ソケットねじ5/16" x
1¼"

3. ロックナット5/16"

2. カウンタウェイト 4. カウンタウェイト電動カッ
ティングユニットを搭載して
いるトリフレックス用

2. ねじとロックナットを 20-26 N∙m2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

グググルルルーーーマママ駆駆駆動動動ボボボッッックククスススををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 図 10に示す駆動ボックスのシャフトのねじ溝内

側に、中程度のねじ山ロッキングコンパウンド
例、Blue Loctite® 243をぬり、リールアダプタと
グルーマ駆動ボックスのシャフトを 150-163 N∙m
15-16 kg/cm2=110-120 ft-lb にトルク締めする。

注注注 カッティングユニットの右側にカウンタウェイト
を取り付けた場合は、銀色のアダプタを使用し
ます。カッティングユニットの左側にカウンタウェ
イトを取り付けた場合は、黒色のアダプタを使
用します。

重重重要要要 リリリーーールルルシシシャャャフフフトトト端端端部部部にににつつついいいててていいいるるるグググリリリスススややや汚汚汚
れれれをををきききれれれいいいににに落落落とととしししててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。
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図図図 10

1. グルーマ駆動ボックスの
シャフト

3. リールアダプタ黒黒黒色色色カッティ
ングユニットの左左左側側側にグ
ルーマ駆動ボックスとカウン
タウェイトを取り付けた場合

2. リールアダプタ銀銀銀色色色カッティ
ングユニットの右右右側側側にグ
ルーマ駆動ボックスとカウン
タウェイトを取り付けた場合

重重重要要要 5-15分分分ほほほどどど待待待っっってててかかかららら、、、次次次ののの手手手順順順ににに移移移るるる。。。

注注注 リールアダプタとグルーマ駆動ボックスのトル
ク締めを行う時、グルーマ駆動ボックスのカッティ
ングユニット側にレンチ用の平面がありますか
ら、ここにレンチを嵌めてグルーマシャフトが回転
しないように保持してください図 11。

g335523

図図図 11

1. レンチ用の平たい面駆動
ボックスのシャフト

3. グルーマ駆動ボックス用レ
ンチ

2. 六角ソケットリールアダプタ

2. カッティングユニットの左側にグルーマ駆動ボック
スを取り付ける場合、黒色リールアダプタのねじ
山部分にシムワッシャ2枚を入れる図 12。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの右右右側側側ににに取取取りりり付付付けけけるるる場場場
合合合にににはははシシシムムムワワワッッッシシシャャャははは1枚枚枚だだだけけけ使使使用用用しししままますすす。。。

g335115

図図図 12

1. ねじ山用のロッキングコン
パウンドを塗る

4. シムワッシャ

2. リールアダプタ黒をリール
シャフトへ挿入

5. 六角ヘッド

3. カッティングユニット

3. リールシャフトのねじ溝内側に、中程度のねじ山
ロッキングコンパウンド例、Blue Loctite® 243を
塗る。

4. リールシャフトにグルーマ駆動ボックスを取り付
ける図 12。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト左左左側側側のののリリリーーールルルシシシャャャフフフトトトははは
左左左ねねねじじじででですすす。。。カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト右右右側側側のののリリリーーールルル
シシシャャャフフフトトトははは右右右ねねねじじじででですすす。。。

5. ギアボックスアセンブリを取り付けるために、リー
ルを固定する ねじ付きインサートの着脱のために
リールを固定するには (ページ 20)を参照。

6. リールが回転しないようにしたら、駆動ボックス
のシャフトの六角ヘッドを135-150 N∙m13.8-15.3
kg.m = 100-110 ft-lbにトルク締めする図 12を
参照。

重重重要要要 駆駆駆動動動ボボボッッックククスススのののシシシャャャフフフトトトののの六六六角角角ヘヘヘッッッドドドををを
135-150 N∙m13.8-15.3 kg.m = 100-110 ft-lbにににトトト
ルルルククク締締締めめめしししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 6ポポポイイインンントトトのののソソソケケケッッットトト肉肉肉厚厚厚ののの壁壁壁のののももものののををを使使使ううう
必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 こここののの作作作業業業にににはははイイインンンパパパクククトトトレレレンンンチチチををを使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 5-15分分分ほほほどどど待待待っっってててかかかららら、、、次次次ののの手手手順順順ににに移移移るるる。。。

注注注 アウターカバーの下にあるシールを傷つけな
いように注意してください。
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7. 左側にグルーマを取り付ける場合は、以下の作
業を行ってください図 13
A. クラッチノブをアクチュエータのシャフトに固

定している六角ソケットねじを外す。

B. クラッチノブアセンブリを外して裏返す。

C. クラッチノブをアクチュエータのシャフトに、
六角ソケットねじで固定する。

g298196

図図図 13

1. 六角ソケットボルト 2. クラッチノブアセンブリ

5
グググルルルーーーマママドドドララライイイブブブにににキキキャャャッッップププををを
取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 キャップ

手手手順順順

以以以下下下ののの作作作業業業ははは、、、後後後ロロローーーラララブブブラララシシシキキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけななないいいユユユ
ニニニバババーーーサササルルルグググルルルーーーマママアアアセセセンンンブブブリリリのののみみみににに行行行いいいままますすす。

1. スナップリングの溝と外径部分に、中程度のシ
リンダ保持コンパウンドGreen Loctite® 609 な
どを塗る図 14。

2. 図 14のようにキャップを取り付ける。

g335524

図図図 14

1. キャップ 2. 中強度のボンディングコン
パウンドを塗る
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6
アアアイイイドドドラララアアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スタブシャフトアセンブリ

2 ベアリングシールド

1 アイドラアセンブリ

1 アジャスタカラー

1 フランジナット

アアアイイイドドドラララプププレレレーーートトトををを組組組みみみ付付付けけけるるる
1. アイドラアセンブリに、図 15のように、スタブシャ

フトアセンブリ、ベアリングシールド2個、フラン
ジナットを取り付ける。

重重重要要要 ベベベアアアリリリンンングググシシシーーールルルドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。布布布側側側をををアアア
イイイドドドラララ内内内部部部のののベベベアアアリリリンンングググににに向向向けけけるるるこここととと。。。

g329955

図図図 15
図は左への取り付けを示す

1. スタブシャフトアセンブリ 4. アジャスタのカラー23-31
Nm2.4-3.2 kg.m = 17-23
ft-lbにトルク締め

2. ベアリングシールド 5. フランジナット37-45 Nm
3.8-4.6 kg.m = 27-33
ft-lbにトルク締めする。

3. アイドラアセンブリ

注注注 アイドラアセンブリをカッティングユニットの右
側に取り付けた場合には、反対側にスタブシャフ
トとフランジナット図 16を取り付ける。

g329967

図図図 16
図は右への取り付けを示す

1. フランジナット37-45 Nm
3.8-4.6 kg.m = 27-33
ft-lbにトルク締めする。

4. アイドラアセンブリ

2. ベアリングシールド 5. スタブシャフトアセンブリ

3. アジャスタのカラー23-31
Nm2.4-3.2 kg.m = 17-23
ft-lbにトルク締め

2. アイドラアセンブリのねじ穴にアジャスタカラーを
取り付ける図 15または図 16。

3. アジャスタカラーを 23-31 N·m2.4-3.1 kg.m =
17-23 ft-lbにトルク締めする。
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リリリーーールルルドドドララライイイブブブをををカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ににに取取取りりり付付付けけけるるる
歩歩歩行行行型型型グググリリリーーーンンンモモモアアア

1. 図 17に示すように、アイドラアセンブリをカッティ
ングユニットに合わせる。

g335504

図図図 17

1. フランジヘッドねじ¼" x ¾" 3. ソケットヘッドねじ5/16" x
1½"

2. アイドラアセンブリ 4. リールドライブ

2. アイドラアセンブリとリールドライブをカッティング
ユニットに取り付ける図 173 リールドライブを外す
(ページ 5)で取り外したソケットヘッドねじ5/16" x
1½"とロックナット5/16"を使用する。

3. リールドライブをカッティングユニットに取り付ける
図 17フランジヘッドねじ¼" x ¾"を使用する。

4. 以下の表に従ってボルト・ナットのトルク締めを行う

締結具 トルク

ソケットヘッドねじ5/16" x 1½" 20-26 Nm2.1-2.5 1kg.m =
175-225 in-lb

フランジヘッドねじ¼" x ¾" 10.17-12.43 Nm2.1-2.5 1kg.m
= 1.1-1.2 in-lb

5. リールドライブハウジングにカバーを取り付ける図
18ソケットヘッドねじ¼" x ¾"4本を使用する。

g335505

図図図 18

1. リール駆動ハウジング 3. ソケットヘッドねじ

2. カバー

6. ソケットヘッドねじを 10-12 N·m1.0-1.2 kg.m =
90-110 in-lbにトルク締めする。

モモモーーータタタマママウウウンンントトトをををカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ににに取取取りりり付付付けけけるるる
トトトリリリフフフレレレッッックククススス

1. 図 19に示すように、アイドラアセンブリをカッティ
ングユニットに合わせる。

g329944

図図図 19
図のモータマウントは電動モータ用クランプ付き油圧用の

マウントもほぼ同じ。

1. アイドラアセンブリ 3. モータマウント

2. サイドプレート 4. ソケットヘッドねじ5/16" x
1¼"

2. 図 19に示すように、アイドラプレートをカッティン
グユニットのサイドプレートに合わせる。

3. アイドラプレートを通してモータマウントをカッティ
ングユニットのサイドプレートの内部に取り付け
る図 19。

4. マウントをプレート図 19に組み付けるステップ
モータマウントを外す (ページ 4)で外したソケット
ヘッドねじ5/16" x 1¼"2本を使用する。
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5. ソケットヘッドねじを 20-26 N·m2.1-2.5 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

7
グググルルルーーーマママピピピンンンををを取取取りりり付付付けけけるるる

グググリリリーーーンンンズズズマママスススタタターーー 3120, 3150,
3250-D のののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 グルーマピン

手手手順順順
1. グルーマピンのねじ山にロッキングコンパウンドが

付いていない場合には、ピン用の穴にロッキング
コンパウンド除去可能タイプを塗る。

2. グルーマピンを刈高アームに固定する図 20。

g335525

図図図 20

1. 刈高アーム 3. グルーマピンロッキングコ
ンパウンドを塗った図と塗
らない図

2. 穴

3. 反対側についても同じ作業を行う。

8
刈刈刈高高高ブブブラララケケケッッットトトアアアセセセンンンブブブリリリととと前前前
ロロローーーラララををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 左側刈高ブラケットアセンブリ

1 右側刈高ブラケットアセンブリ

2 アジャスタピン

2 コッターピン

手手手順順順
1. 先ほど外した刈高調整ねじを、刈高アセンブリの

上部に取り付ける図 21。

g335522

図図図 21

1. 刈高調整ねじ 3. 刈高ブラケットアセンブリ

2. プラウボルトとフランジロッ
クナット

2. 刈高アセンブリを、カッティングユニットのサイドプ
レートに取り付ける先ほど取り外したプラウボル
ト、ナット、特殊ワッシャを使用する図 21。

3. アジャスタアームアセンブリのロッドをグルーマ駆
動ボックスのの隙間にセットして、アジャスタピン
とコッターピンで固定する図 22。

注注注 コッターピンがアジャスタピンから抜け落ちない
ように、必ずコッターピンの足を曲げてください。
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g033273

図図図 22

1. コッターピン 3. アジャスタアームアセンブ
リのロッド

2. グルーマ駆動ボックス 4. アジャスタピン

4. アイドラアセンブリ近くのアジャスタアームアセ
ンブリのロッドをアイドラアセンブリのアジャスタ
カラーに整列させ、アジャスタピンとコッターピ
ンで固定する図 23。

注注注 コッターピンがアジャスタピンから抜け落ちない
ように、必ずコッターピンの足を曲げてください。

g031457

図図図 23

1. コッターピン 3. アジャスタアームアセンブ
リのロッド

2. アジャスタカラー 4. アジャスタピン

5. 前ローラのシャフトを左右の刈高ブラケットの中央
にセットし、古い刈高アームから外した取り付け
ねじ2本で固定する図 24。

g231793

図図図 24

1. 取り付けねじ 3. グルーマガード

2. 刈高ブラケットアセンブリ

6. 前ローラシャフトの左右それぞれにグルーマガー
ドを取り付ける図 24。

7. グルーマガードを 22-24 N·m
2.2-2.5 kg.m=16-18 ft-lbにトルク締めす
る。

注注注 スプリングの力をさらに強くする必要があ
る場合には、オプションのフランジナットP/N
3290-357をアイボルトに取り付け、グルーミン
グ高さを下げた状態でグルーミング高さスプリン
グを圧縮してください。

このオプションパーツを使用する場合には、グ
ルーマが「入」になっている状態のときのスプ
リングの長さが 19 mm になるように調整してく
ださい図 25。
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g280237

図図図 25

1. 「入」状態でスプリング長
さが 19 mm になるように
する

2. オプションのフランジナット
P/N 3290-357

9
グググルルルーーーマママををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

4 ボルト¼" x 1½"

4 ジャムロックナット

4 シャフトクランプ

1 グルーミングリール別売

手手手順順順
1. お持ちのカッティングユニットおよび希望するグ

ルーミングに合ったグルーミングリールを、以下
の表からお選びください

• 46 cm ツインチップ刃モデル 04801
• 46 cm ソフトブラシモデル 04268
• 46 cm ハードブラシモデル 04269
• 53 cm ツインチップ刃モデル 04802
• 53 cm ソフトブラシモデル 04270
• 53 cm ハードブラシモデル 04271

2. グルーミングリールアセンブリを、駆動ボックスと
アイドラアセンブリとの間にセットする図 26。

g283516

図図図 26

1. 駆動スタブシャフト 4. シャフトクランプ (4個)
2. ジャムロックナット4個 5. ボルト4本
3. グルーマアセンブリ

3. グルーマボックスが正しく整列していることを確か
めた上で、以下を行う

A. グルーマアセンブリを、取り付け位置にボ
ルトで仮止めする。

B. グルーマの食い込み深さを、刈高と同じ高
さにセットする。

C. グルーマボックスが正しくセンタリングされて
いることを確認する。

注注注 刈高の設定については各カッティングユニッ
トのオペレーターズマニュアルを参照グルーミン
グ高さの調整については グルーマの高さを調整
する (ページ 16)を参照のこと。

4. 図 26にある、グルーマアセンブリを固定している
ボルトを本締めし5-7 N∙m0.56-0.69 kg.m 46-60
in-lbにトルク締めする。

重重重要要要 ボボボルルルトトトとととジジジャャャムムムナナナッッットトトををを締締締めめめ付付付けけけるるる時時時ににに、、、グググ
ルルルーーーマママボボボッッックククスススののの側側側面面面ににに負負負荷荷荷ををを一一一切切切掛掛掛けけけななないいい、、、
ボボボッッックククスススのののセセセンンンタタタリリリンンングググををを崩崩崩さささずずず、、、リリリーーールルルににに対対対しししててて
直直直角角角ににに維維維持持持すすするるるよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。
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10
サササスススペペペンンンシシショョョンンン前前前ロロローーーラララををを取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

– グリーンズマスター 3120, 3150, 3250 用プルリンク
キット別売

手手手順順順

マシンによっては、このユニバーサルグルーマキッ
トを取り付けに、プルリンクキットと延長カップラが必
要になります以下のリストおよびそれらの取り付け要
領書を参照してください。

• 2018 年以前のグリーンズマスター 3120 と 3150 の
トラクションユニットは、ローラシャフトのねじ山が
細かいので、プルリンクキット P/N 106-2643 が
必要です。

• 2018 年以降のグリーンズマスター 3120 と 3150
のトラクションユニットは、ローラシャフトのねじ山
が粗い製品です。プルリンクキット P/N 138-4976
が必要です。

• グリーンズマスター 3250 のトラクションユニットに
は、カッティングユニット 1 台あたり 1 個のプルリン
クキット P/N 112-9248 が必要です。

運運運転転転操操操作作作
はははじじじめめめににに
グルーミングはターフ表面のすぐ上で行う作業です。
グルーミングは、芝草が縦方向に成長することを促進
し、芝目を減らし、ほふく茎を切断することによって密
度の高いターフを作ります。グルーミングは、より均
一で固いプレー面を作り、ゴルフボールの転がりを
素直に、また速くします。

グルーミングとバーチカットは全く異なる作業であり、グ
ルーミングはバーチカットの代わりにはなりません。グ
ルーミングはターフの「毛並み」を揃える日常的な軽
い保守作業の一つですが、バーチカットはターフに大き
な負担をかける作業であり、実施回数もわずかです。

g006671

図図図 27

1. 芝草のランナーほふく茎 2. サッチ

グルーミングブラシは、通常のグルーミングよりもさら
にやさしい当たりでグルーミングを行うことができます。
ウルトラドワーフ草種は、縦伸び傾向が強く、横方向
に芽を伸ばして隙間を埋めるのに時間がかかる傾向が
あるので、ブラシによるグルーミングの方が向いている
と思われます。ブラシを低くセットしすぎると芝草の葉身
を傷つけやすくなりますから注意が必要です。

バーチカットやサッチングとは異なり、グルーマの刃は
決して地中に食い込ませません。グルーミングは、ほ
ふく茎の切断とサッチ除去に有効です。

グルーミングは葉身を傷つける作業ですので、ストレ
スの強い時期には避けてください。クリーピングベン
トグラスやブルーグラスなどのような寒地型芝草に対
しては、真夏の高温期高湿期のグルーミングを控え
るようにしましょう。

様々な条件がグルーミングに影響を与えます。例えば

• 時期一年のうちのどの時期かや天候パターン

• 各グリーンの全体的なコンディション

• グルーミングや刈り込みの頻度 週に何回行うか、
また、二度刈りを行うか

• メインリールの設定刈高

• グルーミングリールの設定高さ

• グリーンでグルーミングを行い始めてどのくらいの年
月が経っているか

• グリーンで使用している草種

• グリーンの芝管理の全体的な方法散水、施肥、薬
剤散布、コアリング、オーバーシードなど
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• 通行

• ストレスのかかる季節高温、高湿、ハイシーズン
など

以上のような因子はグリーンごとに異なるものです。各
グリーンを毎回よく観察し、必要に応じてグルーミング
の方法を変更してください。

各種のグルーミングシャフトをご用意しております。13
mm 間隔にすると、ほふく茎を切断する程度に深く、し
かしターフをひどく薄くするほどに強くなくグルーミング
ができます。スペーサを抜き取って代わりにブレード
を入れる、あるいはスペーサを追加することにより、
グルーマの刃の間隔を 6 mm と 19 mm との間で調
整することができます。

注注注 成長が速い時期春から初夏までには、刃の間隔を
6 mmにして、主にキャノピターフ上層をグルーミングし
ます。成長が遅い時期晩夏から冬までには、刃の間
隔を 19 mm にします。ストレス期にグルーマを使用す
ると芝を薄くしてしまう恐れがあります。

注注注 グルーマの不適切な使用や強すぎる使用深すぎる
設定やグルーミング回数の多すぎは、ターフに無用の
ストレスを与え、ターフの品質を大きく下落させます。
グルーマは注意深く使ってください。

注注注 グルーマを使っている時は刈り込み方向を毎回変
えるようにしてください。これによりグルーミングの効
果をさらに高めることができます。

注注注 グルーマはできるだけ直線走行で使ってください。
グルーマを使いながらの旋回動作は十分に注意して
行ってください。
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グググルルルーーーマママののの高高高さささををを調調調整整整すすするるる
注注注 eフレックスのトラクションユニットにグルーマを取り付けている場合には、グルーマ使用時にはバッテリーの消耗
が早くなりますからご注意ください。グルーマの設定を深くすればするほど、グルーマを駆動するためにより大きな
パワーが必要となり、バッテリーが早く消耗します。

以下の表、図、および試験手順を利用して適切な設定を決めてください。

グググルルルーーーマママののの高高高さささととと深深深さささののの表表表

必要な後ローラスペーサの個数 刈高 グルーミング高さ範囲

0 1.5 mm

3.0 mm

4.8 mm

6.4 mm

0.8 1.5 mm

1.5 3.0 mm

2.3 4.8 mm

3.06.4 mm

1 7.9 mm

9.7 mm

3.8 7.9 mm

4.69.7 mm

2 11.2 mm

12.7 mm

5.3 11.2 mm

6.412.7 mm

3 15.9 mm 9.4-15.9 mm

4 19.1 mm 12.7-19.1 mm

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの準準準備備備
1. ローラが汚れていないのを確認する。ユニットを

水平で平らな作業台の上に置く。

2. グルーマの高さと深さの表を使用して、希望す
るグルーミング深さに必要な後ローラスペーサ
の数を確認する。

注注注 左右それぞれに3枚または4枚のスペーサを取
り付ける必要がある場合には、標準ねじに代えて
長いねじ高位置9.5 mm 以上グルーミングキット
付属部品を使用する。

3. メインリールの刈高をセットする。

グググルルルーーーマママののの高高高さささををを調調調整整整すすするるる
1. グルーマの高さと深さの表を使用して、希望す

るグルーミング深さに必要なポジションを確認す
る。以下の手順でグルーミングリールの上下調
整を行う

重重重要要要 設設設定定定刈刈刈高高高ががが 13 mmまままでででははは、、、刈刈刈高高高ののの½ よよよりりり
ももも低低低くくくグググルルルーーーマママをををセセセッッットトトしししてててはははななならららななないいい。。。そそそれれれ以以以下下下
ののの刈刈刈高高高でででははは刈刈刈高高高よよよりりりももも 6 mm 以以以上上上ははは下下下げげげななないいい。。。

重重重要要要 設設設定定定刈刈刈高高高よよよりりりももも高高高くくくグググルルルーーーマママをををセセセッッットトトすすするるる
ととと、、、クククイイイッッックククアアアッッップププ位位位置置置ををを使使使用用用しししたたた時時時にににグググルルルーーーマママととと
集集集草草草バババスススケケケッッットトトががが接接接触触触すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。作作作
業業業 位位位置置置でででははは、、、絶絶絶対対対にににグググルルルーーーマママリリリーーールルルををを刈刈刈高高高よよよりりり
高高高くくくセセセッッットトトしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

2. クイックアップレバー図 28を作業位置にハンド
ルがカッティングユニットの前方を向くようにセッ
トする。

g031469

図図図 28

1. 高さ調整ノブ 3. グルーマの高さ

2. クイックアップレバー図は
入位置

4. 後ローラスペーササイドプ
レートのパッドの下側の数

3. グルーマリールの一端側で、ブレードの一番低
い刃先と床との距離を測る図 28。高さ調整ノブ
図 28を使って、グルーマの刃先の高さを希望の
高さに調整する。

4. ステップ3をグルーマの反対側でも行い、調整が
できたら、元の側の調整を確認する。グルーマ
の左右で、高さの測定値が同じになっていれば
良い。グルーマの左右で高さの測定値が同じで
ない場合には、調整ノブで同じ高さに調整する。
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グググルルルーーーマママののの回回回転転転方方方向向向ををを変変変更更更
すすするるるとととききき
グルーマの設定は 3 種類ニュートラル N、前転 F、後
転 R。回転方向の変更は、グルーマ駆動ボックスに
ついているノブで行います。希望する回転方向の記号
を調整ノッチに合わせてください。

g299663

図図図 29

1. 調整ノッチ 2. ノブ

グググルルルーーーマママののの動動動作作作状状状態態態をををテテテススストトト
すすするるる。。。
重重重要要要 グググルルルーーーマママののの不不不適適適切切切ななな使使使用用用ややや過過過度度度ののの使使使用用用深深深すすすぎぎぎ
るるる設設設定定定やややグググルルルーーーミミミンンングググ回回回数数数ののの多多多すすすぎぎぎははは、、、グググリリリーーーンンンのののススス
トトトレレレスススををを高高高めめめ品品品質質質下下下落落落ののの要要要因因因とととなななりりりままますすす。。。グググルルルーーーマママははは
注注注意意意深深深くくく使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

危危危険険険
バババッッックククラララッッップププ中中中にににリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

• カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの調調調整整整ををを行行行ううう場場場合合合にににははは、、、必必必
ずずず事事事前前前にににカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを回回回転転転禁禁禁止止止にににセセセッッッ
トトトししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、可可可動動動部部部ががが完完完全全全ににに停停停止止止すすするるるのののををを待待待つつつこここととと。。。

• リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手足足足ややや衣衣衣類類類等等等ををを近近近づづづ
けけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

適切な設定を決めるための手順

1. カッティングユニットのリール刈り込みリールを、
グルーマなしで使う場合の普通の刈高にセット
する。

2. グルーマリールを、刈高と同じ高さ、ローラより
高い位置、にセットする。

3. グルーミングブラシも、ローラより高く、刈高と
同じ高さにセットする。

注注注 希望する以上の傷をつけないように、グルー
ミングブラシを調整上下方向に 0.25 mm 刻みす
る。

4. テスト用グリーンで1畝だけ試し刈りを行い、次に
グルーミングリールをローラの高さから ½ だけ下
げて、もう1畝の試し刈りを行う。

注注注 たとえば刈高が 3.2 mm に設定されている
場合は、グルーミングリールをローラよりも 1.6
mm 高くセットする。

5. 結果を比較する。

注注注 最初の設定、すなわちグルーマの高さを刈高
まで上げた設定の方が、2度目の設定よりもずっ
と刈かすの収量が少ないはずである。

6. 2-3日後に、テストグリーンの状態を観察する。
グルーミングしなかった場所が緑色であるのに、
グルーミングした場所が黄変していたり、茶色に
変色している場合には、グルーミングがきつす
ぎると判断する。

注注注 グルーミングを行うと、ターフの色が変わりま
す。慣れてくるにつれて、ターフの色およびその
他の様々な注意深い観察によって、現在のグ
ルーミングが適切かどうかが判断できるようになり
ます。グルーミングは芝草を立たせる動作を伴
い、またサッチも除去するので、グルーマを使用
しない芝刈りとは異なった仕上がりになります。こ
の効果はグルーマをグリーンで使い始めた最初
の数回に最も顕著に現れます。

注注注 グルーマを使用する時は、マルチパス2度刈
り、3度刈り....は避けてください。マルチパスで
は1回ごとにグルーマがさらに深く食い込むよう
になります。グルーマを使用する時は、マルチ
パスは行なわないでください。

テストグリーンで希望通りの仕上がり状態ができる
ことを確認したら、実際のグリーンでのグルーミン
グを開始する。ただし、グリーンはつつが違うの
で、グルーミングの結果もそれぞれ異なり、また
一定とはならない。また、成長条件も常に変化し
ていることを理解する必要がある。グリーンの状
態をよく観察し、こまめに調整を行うようにする。

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
グルーマを作動させずに刈り込みを行う場合やは、現
場から現場へ移動する場合には、グルーマのリールを
上位置にセットしてください。
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保保保守守守

ギギギアアアボボボッッックククスススののの潤潤潤滑滑滑油油油ののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔

最初の 100 運転時間後

500 運転時間ごと/ 1年に 1 回いずれか早く到達した方の時期

1. グルーマハウジングの外面をきれいに拭く。

重重重要要要 グググルルルーーーマママハハハウウウジジジンンングググののの外外外側側側にににごごごみみみややや刈刈刈りりり
かかかすすすをををたたためめめななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。グググルルルーーーマママ内内内
部部部ににに異異異物物物ががが入入入るるるとととギギギアアアボボボッッックククスススををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。

2. ハウジングの下にあるドレンプラグを抜く図 32。
3. ハウジングの側面にあるオイル補給プラグと上

部にある通気プラグを抜いてオイルを抜けやすく
する図 32。

4. オイルドレンポートの下に適当なオイル回収容
器を置く。

5. オイルが完全に抜けるようにカッティングユニットを
立てて排出口が一番下になるようにする図 30。

g299691

図図図 30

1. ドレンポートからドレンプラ
グを抜く。

3. 通気プラグをゆるめる。

2. 補給ポートから補給プラグ
を抜く。

6. カッティングユニットを前後に揺らしてオイルを完
全に排出するオイルが完全に抜けたら、カッティ
ングユニットを、平らな場所に置く。

7. ドレンプラグを取り付ける。

8. シリンジP/N 137-0872を使って 80-90W オイル
を 50 cc 入れる。

g299692

図図図 31

1. シリンジで 80-90W オイル
を補給

2. 補給ポート

9. 補給プラグを取り付け、通気プラグは締め付け
る。

10. 全部のプラグを 3.62-4.75 N·m0.37-0.48 kg.m =
32-42 in-lbにトルク締めする。

g299662

図図図 32
図は左側を示す

1. 通気プラグ 3. ドレンプラグ

2. 補給プラグ
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グググルルルーーーミミミンンングググリリリーーールルルののの洗洗洗浄浄浄
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回

使用後はホースでグルーマを水洗いしてください。た
だし、ベアリング部分には直接水流を当てないように
注意してください。錆の発生を防止するため、水洗い
後は速やかに乾燥させてください。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

グルーミングリールの刃は摩耗や破損が発生しやす
いので頻繁に点検してください。曲がった刃はプライ
ヤーなどで修正してください。摩耗した刃は交換し、
ロックナットを42-49 N·m 4.3-5.0 kg.m = 31-36 ft-lb にト
ルク締めする。刃の点検を行う時には、ブレードシャ
フトの左右のナットが十分に締まっていることを確認
してください。

注注注 スプリング鋼製のブレードをお使いの場合には、
刃先が磨耗したら、グルーマミングリール全体を取り
出し、各刃を裏返しにして再度取り付けて反対側の刃
先を使うことができます。

注注注 グルーマを使うと異物土や砂も多く巻き上げること
になりますので、リールや下刃の点検もより頻繁に行
うことが必要になります。特に砂地のグリーンや、深
く食い込ませるグルーミングを行なう場合には、点検
が重要になります。

g010613

図図図 33

1. グルーマのブレード 3. 鋭利な刃先

2. 鈍くなった磨耗した刃先

リリリーーールルル固固固定定定手手手順順順

警警警告告告
リリリーーールルル刃刃刃ははは非非非常常常ににに鋭鋭鋭利利利ででで、、、手手手足足足ををを切切切断断断ででできききるるるほほほ
どどどででであああるるる。。。

• リリリーーールルルののの軌軌軌道道道内内内ににに手手手足足足ををを入入入れれれななないいいこここととと。。。

• リリリーーールルルににに作作作業業業ををを行行行ううう場場場合合合にににははは、、、リリリーーールルルががが回回回転転転ししし
ななないいいよよよううう確確確実実実ににに固固固定定定すすするるるこここととと。。。

ねねねじじじ付付付きききイイインンンサササーーートトトををを外外外すすすたたためめめにににリリリーーー
ルルルををを固固固定定定すすするるるにににははは
1. リールの底部にアクセスできるようにカッティング

ユニットを立てる。

2. 長い柄のバール9 mm x 30 cm 程度のドライバー
タイプのもの。握りのついているものがよいを用
意する。バールは、トルク作業を行う側に近い側
で、リールの下から差し込むようにする図 34。

3. リールサポートプレートの溶接されている側から
バールを入れ図 34、

注注注 リールのシャフトの上側と枚のリール刃の背
中側にバールを差し込むと、リールが回転でき
なくなる。

重重重要要要 リリリーーールルルののの刃刃刃先先先にににバババーーールルルををを触触触れれれるるるととと刃刃刃こここぼぼぼ
れれれなななどどどををを起起起こここすすすバババーーールルルををを当当当てててななないいいよよようううににに十十十分分分注注注
意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト左左左側側側のののイイインンンサササーーートトトははは左左左
ねねねじじじででですすす。。。カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト右右右側側側のののイイインンンサササーーー
トトトははは右右右ねねねじじじででですすす。。。
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g280339

図図図 34

1. 取り外すべきねじ山付きイ
ンサート

3. リールサポートプレートの
溶接側

2. リールシャフト 4. バール

4. バールの握り部分をローラに載せる。

5. バールでリールが確実に止まっていることを確
認しながらインサートを外す。作業が終わった
らバールを外す。

6. ローラが下になるようにカッティングユニットを降ろ
す。

ねねねじじじ付付付きききイイインンンサササーーートトトののの着着着脱脱脱のののたたためめめににに
リリリーーールルルををを固固固定定定すすするるるにににははは
1. 長い柄のバール9 mm x 30 cm 程度のドライバー

タイプのもの。握りのついているものがよいを用
意する。バールは、トルク作業を行う側に近い側
で、リールの前から差し込むようにする図 35。

2. リールサポートプレートの溶接されている側から
バールを入れ図 35、

注注注 リールのシャフトの上側と枚のリール刃の背
中側にバールを差し込むと、リールが回転でき
なくなる。

重重重要要要 リリリーーールルルののの刃刃刃先先先にににバババーーールルルををを触触触れれれるるるととと刃刃刃こここぼぼぼ
れれれなななどどどををを起起起こここすすすバババーーールルルををを当当当てててななないいいよよようううににに十十十分分分注注注
意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト左左左側側側のののイイインンンサササーーートトトははは左左左
ねねねじじじででですすす。。。カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト右右右側側側のののイイインンンサササーーー
トトトははは右右右ねねねじじじででですすす。。。

g280287

図図図 35

1. 取り付けるべきねじ山付き
インサート

3. サポートプレートの溶接側

2. リールシャフト 4. バール

3. バールの握り部分をローラに載せる。

4. バールを保持しながら、ねじ山付きインサートの
説明通りにインサートを取り付ける。インサートを
支持された値までトルク締めする。

5. バールを外す。
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USA は、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する指令に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

04648 —

グリーンズマスターフレック
ス 1800 および 2100, eフ
レックス 1800 および 2100
ならびにグリーンズマスター
3000 シリーズの DPA カッ

ティングユニット用

UNIV GROOMER DRIVE,
NEWGEN DPA GREENS CU グルーマドライブシステム 2006/42/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み 権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro Europe NV
Nijverheidsstraat 5
2260 Oevel
Belgium

John Heckel

8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
7月 13, 2020

 



EEA/UK にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーーににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

Toro ににによよよるるるおおお客客客様様様ののの個個個人人人情情情報報報ののの利利利用用用にににつつついいいててて

The Toro Company (“Toro”) は、お客様のプライバシーを尊重します。弊社の製品をお買い上げ頂いた際、弊社ではお客様に関する情報を、お客様から直
接、あるいは弊社の支社や代理店を通じて入手いたします。入手した情報は、お客様との契約を履行するために使用されます。具体的には、お客様のため
の製品保証登録、保証請求の処理、万一製品をリコールする場合のご連絡、さらには弊社の事業を進めるため、たとえばお客様満足度を調査したり、製品
の改良、またお客様にとって役に立ちそうな製品のご紹介などに使用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の子会
社、提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場合があります。また、法律に基づく要請があった場合や、事業の売却、買収、合併など
が発生した場合にはお客様の情報を開示する場合があります。ただし、マーケティングのためにお客様の個人情報を他社に売ることは絶対にいたしません。

個個個人人人情情情報報報ののの保保保存存存

Toro では、上記の目的にとって必要な期間にわたり関連法律に従ってお客様の個人情報を保持いたします。具体的な保持期間についての詳細をお知りに
なりたい方は以下にご連絡ください legal@toro.com。

セセセキキキュュュリリリテテティィィーーーにににつつついいいてててののの Toro のののおおお約約約束束束

あなたの個人情報についての情報処理作業は、米国またはあなたが居住される国のデータ保護関連規制よりも規制がゆるやかな第三国で行われる場合が
あります。あなたが居住する国の外にあなたの個人情報を移動させる場合、弊社は法に則った手続きでそれを行い、あなたに関わる個人情報が適切
に保護され、また適切に取り扱われるように細心の注意を払います。

アアアクククセセセスススととと訂訂訂正正正

お客様には、ご自身の個人情報を閲覧・訂正する権利があり、また、ご自身に関するデータの処理に対して異議申し立てないしは禁止を申し立てる権
利があります。このような権利行使をなさりたい場合には legal@toro.com にメールでご連絡ください。弊社によるあなたの個人情報の取り扱い方法に
関して懸念をお持ちの場合は、ご自身で直接弊社にお尋ねくださるようにお願いいたします。なお、ヨーロッパにお住まいの皆様は、Data Protection
Authority に対して異議申し立てを行うことができます。

374-0282 Rev C

 



Toro 製製製品品品保保保証証証

2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2 年間または 1,500 運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製
品に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご
覧下さい。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホ
イール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェッ
クバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• 適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルなどを使用しなかったり、
品質基準から外れた燃料を使用したために発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。 通常の使用
に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー
類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。 摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。

374-0253 Rev G

 




